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5 月 3 日から 5 日まで、諏訪大社御柱祭上社里曳きが行われました。 

東三地区が担当する前宮四之御柱は、5 月 4 日に御柱屋敷を出発して前宮の建て位置に曳き

着けられ、翌 5 日に冠落し、そして建御柱が無事に行われました。 

コロナ禍の影響で一般の曳き子の参加が危ぶまれましたが、大社大総代会の英断で参加がで

きました。しかし、募集した一般曳き子も沿道の氏子や観光客も少なくちょっと寂しい祭りと

なりましたが、東三地区は協力一致のもと難所をものともせず一気に通過し、スローガン「安

全に、仲よく、楽しく、美しく」を達成し、『魅せた、東三地区の底力』でフィナーレとなりま

した。 

 

心ひとつに！ 御柱はみんなで曳けるのが最高



 
 
 
 

難所の一つ、前宮入り口の鳥居を９人乗りの 

メド（長さ 6m 01cm）で一気にくぐりぬける 
 

出発前、阿部知事と名取町長がお越しください 

ました。 

大
総
代
か
ら
御
礼
の
ご
挨
拶 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

令
和
４
年
５
月
５
日
、
前
宮
四
之
御 

柱
は
建
て
御
柱
を
無
事
に
終
了
し
、
大 

社
の
社
に
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
。 

 

こ
れ
も
、
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協
力 

を
頂
き
ま
し
た
氏
子
の
皆
様
、
各
区
長 

様
、
大
中
役
員
の
皆
様
、
各
係
の
皆
様
、 

各
関
係
団
体
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

今
回
の
御
柱
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ 

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
山
出
し
は 

前
例
に
な
い
ト
レ
ー
ラ
ー
に
よ
る
曳
行 

と
な
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
様
々
な
活
動 

や
会
議
等
が
延
期
や
中
止
、
ま
た
規
制 

が
あ
り
、
戸
惑
う
こ
と
が
数
多
く
あ
っ 

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
を
皆
さ
ん
が 

理
解
し
て
耐
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に 

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

里
曳
き
に
お
い
て
は
、
感
染
対
策
等 

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
々
も
思
い
は 

一
つ
、
東
三
地
区
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ 

る
「
安
全
に
、
仲
よ
く
、
楽
し
く
、
美 

し
く
」
を
守
り
、
本
当
に
素
晴
ら
し
く 

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
御
柱
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

ス
の
中
で
色
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら 

本
郷
地
区
大
総
代(

乙
事) 

五
味
幸
太
郎 

れ
ま
し
た
が
、 

成
功
に
導
い 

て
く
れ
た
の 

は
皆
さ
ん
の 

協
力
一
致
の 

お
か
げ
で
あ 

り
ま
す
。 

最
後
に
、 

改
め
て
皆
様 

に
御
礼
と
感 

謝
を
申
し
上 

げ
ま
す
。 

あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

曳行を先導する祭典係と旗持ちのみなさん オープニングセレモニー 

東三地区の里曳きは、宮川の川越しから始まる 



 
 
 
 

曳 行 中 の 子 ど も た ち を 特 集 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
宮
へ
御
礼
参
拝
と
境
内
の
清
掃 

前
宮
四
之
御
柱
を
無
事
奉
納 

令和４年御柱祭 

東三地区氏子会（本郷・落合・境） 

http:∥ｒ４ｈ３．ｗｗｗ２．ｊｐ 

 

東三地区氏子会のウェブサイトに 

アップされている動画や写真 

・綱打ちが行われました≪地区別≫（4/24） 
・建御柱練習が行われました（4/24） 
・祭典係による準備が進められています 
・冠落しの練習が行われました（4/24・5/1） 
・元綱・追掛の輪なぐり取付けが行われました（4/29） 
・垂れ幕を届ける担当者選考会が行われました（5/3） 
・山出しの動画が届きました 

など 
・【速報】里曳き写真館（第１弾・写真と動画） 
・【速報】建て御柱写真館（第１弾・写真と動画） 
・【速報】里曳き写真館（第２弾・鳥居くぐり動画） 写真等留意 

東三地区氏子会のウェブサイトやおんばしら通信 

に掲載している集合写真等にマスクをしていないも 

のがありますが、新型コロナウイルス感染拡大防止 

対策に十分な配慮をしながら、撮影時のみ一時的に 

マスクを外しています。 

You Tube「御柱祭 東三地区氏子会」 

動画３０本配信中（5/7 現在） 

【里曳き】御柱祭・前宮四 

（2022 本郷・落合・境） → 

 

里
曳
き
か
ら
一
夜
明
け
た
６
日
、
東 

三
地
区
の
大
総
代
、
正
副
幹
事
長
、
御 

頭
郷
総
代
、
正
副
係
長
、
事
務
局
の
皆 

さ
ん
に
よ
り
、
前
宮
四
之
御
柱
が
無
事 

に
奉
納
で
き
た
こ
と
の
報
告
と
感
謝
の 

 
御
礼
参
拝
が
前
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
、
来
た
時
よ
り
も
美
し 

く
を
合
言
葉
に
、
出
席
者
全
員
で
東
三 

地
区
が
使
用
し
た
前
宮
四
之
御
柱
周
辺 

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

熱気と興奮から一夜明 

け、静かに諏訪の平を 

見つめる前宮四之御柱 

次
回
御
柱
祭
ま
で
の
無
事
を
願
う 

本
宮
と
前
宮
で
御
柱
固
神
事 

建
て
御
柱
か
ら
一
夜
明
け
た
６
日
、
御
柱 

の
安
泰
を
願
う
御
柱
固（「
根
固
め
」と
も
い

う
。）
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

社
殿
の
四
隅
に
建
て
ら
れ
た
御
柱
の
根
元 

の
地
面
を
木
づ
ち
で
打
ち
叩
き
、
次
回
御
柱 

祭
ま
で
の
無
事
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。 

神
事
は
神
職
と
大
総
代
、
御
柱
固
め
の
儀

に
奉
仕
す
る
諏
訪
市
中
金
子
の
八
立
神
社
の

氏
子
の
皆
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
、重
さ
約
30

㎏
の
木
製
の
大
づ
ち
を
振
る
い
、
参
列
者
の 

「
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
地
面

を
打
ち
固
め
て
い
ま
し
た
。 


